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 Agmatine, an endogenous imidazoline receptor ligand modulates ethanol anxiolysis 
and withdrawal anxiety in rats. 
内因性のイミダゾリン受容体リガンドであるアグマチンがラットにおいてエタノールに

よる抗不安と禁断症状による不安を制御する 
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 要 旨   
 アグマチンはアルギニンがアルギニン脱炭酸酵素によって脱炭酸されることで生合成さ

れる。アグマチンは脳では神経伝達物質として考えられており、抗不安、抗鬱、抗炎症、

神経保護などの作用を持つ。アグマチンは複数の受容体に親和性を持ち、NMDA、nAch 受

容体と拮抗し、nitric oxide synthase（NOS）を阻害し、イミダゾリン、α2-アドレナリン

受容体と高い親和性で結合する。これまでにアグマチン、β-カルボリン、ハルマンといっ

たイミダゾリン受容体がエタノールの作用、摂取、依存症への進行や禁断症状に影響する

ことが示唆されている。本研究では、アグマチンとイミダゾリン受容体の相互作用のエタ

ノールによる抗不安や禁断症状の不安への影響をラットを用いた高架式十字迷路試験で調

べている。エタノールによる抗不安作用は脳内のアグマチンレベルを上昇させる L-アルギ

ニンと同様、イミダゾリン受容体アゴニストであるアグマチンやクロリジンの前処理で上

昇した。また、イミダゾリン受容体アンタゴニストであるエファロキサンやイダゾキサン、

アルギニン脱炭酸酵素阻害剤である D-アルギニンの前処理でエタノールの抗不安作用が阻

害された。エタノールの禁断症状による不安はアグマチンやクロリジン、L-アルギニンに

よって阻害された。以上より、アグマチンとイミダゾリン受容体がエタノールによる抗不

安作用と禁断症状による不安に関与することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 

 




